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助教授 佐 藤 慎 一

論 文 内 容 の 要 旨

本論文は、都市政治学における街頭官僚制研究と、学術的研究領域たるエンカゥンター論

とを、官僚制研究の一環として統一的なパラダイムのもとにとらえ、その概念枠組と基本的

命題とを整理することを試みたもあである。そ して、この新 しいパ ラダイムを、古典的な政

治学のテーマたる国家権力の分析の文脈の中に位置づけることによって、権力関係の一局面

としての第一線職員の権力を分析する用具た らしめようとしたところに、本論文の特徴と学

界への貢献とが認められる。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本論文は、政治学、行政学は無論、社会学、心理学、教育学などの広範な文献にあたって

いるが、各研究の紹介、解釈はそれぞれ妥当なものである。他方、アプローチの面では、 こ

れまで我が国の政治学界においては殆ど試みられることのなかった参与観察を試みており、

まだ予備的なものとはいえ、高 く評価されてよい。以上のように、本論文は法学博士号の授

与に値するものであると認める。
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